
今年のフェスタは、受講生によるポスターセッションや 

「自分の性格を知ろうーエゴグラム」、 

2年ぶりの人形展示、地場野菜販売などなど、 

もちろん基調講演も内容盛りだくさん！ 

例年１月に行っていた公開講座を 

フェスタオープン講座として開催します。 

詳しくは、プログラムをご覧ください。 

ぜひ、ご家族・お友達と一緒に 

フェスタにお越しくだい！ 

 

みんなこいこい！フェスタ’15 

 

  

 

 

 

 

 

2015 年度後期講座が始まりました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年（平成 27 年） 10 月 

 

お待ちかねの 2015 年度後期の講座が始まりました。 

今期も沢山の受講申込みをいただきました。初めて受講される方は約 250 名。新たな仲間を迎えま

した。かわさき市民アカデミーの講座は各講座の世話人の皆さまの事前の準備や当日の仕事をしてくだ

さることで講座が行われます。改めて世話人の方々のご協力に感謝します。受講生の皆さまも講座運営

へのご協力よろしくお願いします。初めて受講される方たちにも「誰でも参加できる市民による市民大

学」である「かわさき市民アカデミー」の事をよくご理解いただき、講座に楽しく参加していただきま

すようよろしくお願いします。 

 

 

 

第 53 号 

受講生の皆さんにはお馴染みになりま

した、『講座のご案内』。このパンフレッ

トは市内 14 ヵ所（市民館・図書館等）

のアカデミー専用ラックを通じて募集期

間中約 1,500 部が市民の皆さんの手に

渡りました。 

新聞折り込みチラシとして「受講生募

集」を 7月 12 日(日)に朝日新聞、読売新

聞を中心に川崎市全区及び近隣地域のご家

庭に配布。また、市内 5 ヶ所で新規受講生

募集の「説明会」を開催し、計 73 名の参

加をいただきました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼今回の理事会は、前期の振り返りと、後期学期に

向けた準備が中心でした。 

▼報告としては、2015 年度後期の申込み状況や、

前期の運営代表世話人会議で出された意見の確認の

ほか、受講生からの声を反映させるための学習シス

テムの改良に向けた取り組み、アカデミーをより広

く知ってもらうための新たなキャッチコピーの導入

など、当年度に限定されない事項も並びました。 

▼審議事項では、新たな体制で出発した出版委員会

による出版物発行の計画や、後期学期を安定して運

営するための担当役員の配置について丁寧に審議を

進めました。 

 

 

今年も古本を募集します。（１０月末まで） 

ご自宅で眠っている本は、ありませんか。（案外場所をとっている本・・・） 

生涯学習プラザ 3Fかわさき市民アカデミー事務局へお持ちください。 

大変申し訳ございませんが、アカデミー事務局へ直接お持込できる方に限ります。 

フェスタでお手伝いいただけるスタッフ大大大募集中です！！ 

コーヒー・古本市での販売等、設営準備、フェスタに来たついでに 

ちょこっとお手伝いいただけませんか。 

 

ご自身の趣味（絵・書・写真・手芸など）をこの機会に展示したりしませんか。 

意外な趣味をみなさんへアピールしてみるよい機会！？ 

一緒にフェスタを盛り上げてください。 

 

遠慮なくお問合せください。 

かわさき市民アカデミー事務局フェスタ実行委員会まで 

フェスタ実行委員会からの 

お知らせです。 

2015 年度 第４回（８月）理事会 

     ８月 25 日（火） 15 時 00 分～ 

 

資料のコピー 
 理事会報告 

報告事項：23 件  審議事項：2 件 

 

◎主な報告事項 

・2015 年度後期受講申込状況について 

・学習システムの検討経過について 

・2015 年度前期運営代表世話人会議について              

・フェスタ'15 の進捗状況について 

・アカデミーのキャッチコピーについて 

 

◎主な審議事項 

・出版委員会構成及び今年度出版計画について 

・2015 年度後期講座・ＷＳ担当役員について   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

◎講座：歴史(川崎学) 祈りの諸相（2015 年度前期）   

   湘南医療福祉専門学校講師 中西望介  （写真左） 

    明治大学講師   渡辺賢二  （写真右） 

歴史（川崎学）講座は毎回テーマを決めながら古代から近現代と歴史を追っています。 

コーディネーターは中西望介先生、渡辺賢二先生。毎回数名の講師の方々がそれぞれの専門分野の時代を担当しています。

今回の「祈りの諸相」は１２回講座１１名の講師陣でした。今回のテーマは祈り。人はうれしいにつけ、苦しいにつけ心に念じ祈りを

捧げてきました。縄文の祈りは・・・墓と石棒と土偶、横穴墓に刻まれた絵画は何のために？？オオカミの護符はオイヌさまと言わ

れ土蔵や畑に貼られていました。中近世の鎮守と住民の願い。板碑に見る信仰、中近世の郷村の祈願、庚申講、念仏講、山伏の

祈祷、村の年占予祝行事、平間寺と大師信仰、戦争と祈り・・・等々学びました。 

また、フィールドワークで、影向寺の薬師三尊を拝み、川崎の飛び地、岡上地区を歩き、厄除け大師としての大本山川崎大師平

間寺境内の石造物を見て歩きました。川崎に遺る祈り・慰霊の遺跡は川崎区平間寺には「日清戦争招魂碑」「日露戦争忠魂碑」、

稲毛神社には「平和の塔」、大島八幡神社には砲弾を抱えた一対の狛犬・・・等まだまだ川崎区の神社にはあります。幸区 宝蔵

院延命寺、加瀬山にも供養塔が、中原区泉澤寺の慰霊碑、大戸神社の「砲弾を抱えた狛犬」他、高津区、宮前区、多摩区、麻生区

にも多くの慰霊碑があります。まだまだ川崎の歴史を知るために調べたり、歩いたり・・と学ぶことはたくさんあります。 

おまけです！？川崎学受講生を中心に先生方と前期と後期の合間に特別講座を計画し、観光バスで近県の山城を回ったり、

松代の地下壕を見学したり等・・・行なっています。 

後期のテーマは「海・川・街道・鉄道の文化史」各時代毎の特色を明らかにします。 

 

 

 

他の講座の人にも聴いてもらいたかったなぁ～～ 

          というすごい講座のご紹介！  イチオシ講師の講座報告

５》 

 他の講座の人にも聴いてもらいたかったなぁ～～ 

          というすごい講座のご紹介！  

 

             

 
◎講座：いのちの科学 「広がる生命科学の世界」 

 [1] いきもの、いのち、Ｌｉｆｅ という言葉 
             東京工業大学名誉教授  本川 達雄 
「広がる生命科学の世界」講座の第１回目は東工大名誉教授、本川達雄先生でした。かつて話題になった『ゾウの時間

ネズミの時間』という中公新書の著者としてご記憶の方も多いかと思いますが、今回の内容は随分と趣の違うものでし

た。いきもの、いのち、life という言葉について、古事記の引用から草むす、苔むすという言葉で日本的自然観を導

き、砂漠の中から生まれてきたキリスト教的生命観との違いを解説されたかと思えば、古代ギリシャ語やアリストテレス

の造語である「オルガノン」（道具）で生命、器官を語り、西田幾多郎の哲学にまで話が及ぶと、ついて行くのがやっと

の感も凡人にはありました。 

その中でなんとか共感というか理解できたのは、生物の（最大の）特徴は“ずっと続いていく”という点で、何が続く

のかと言えば、「同じ形、材料、機能」だとのこと。これを実際に目に見える形にしているものが、伊勢神宮の２０年ご

との遷宮だそうです。年月とともに劣化するものをすっかり同じ形にやり替える、生命の世代交代と同じ手法です。 

それでも続けていく上で壁になることがあります。環境が変化する壁、そこでは自分と少しだけ違う子をつくる、つま

り有性生殖が有効になります。すでにギリシャ時代にアリストテレスがこのことに言及して、「生殖することは・・・、

永遠なもの神的なものにできる限り与（あずか）るために自分自身のような他のものを作ること」と言ったそうです。古

代ギリシャ人恐るべし、ですね。 

講座の締めは本川先生自作の歌「生き物はいきをする」をアカペラで独唱、歌う生物学を提唱されているとのこと。次

回も引き続き講座の予定がありますが、どこまで話が広がっていくのか楽しみ（少々怖い・・）です。 

イチオシ講師の講座報告

５》 



◆ オープン講座：  は申込みが必要です。 

詳しくはフェスタのパンフレットをご覧ください。 

事務局コーナー ☂ ☀   

                              

   

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１５年１０月 予定 

  ２０１５年度後期開講 

５ 月 カリキュラム企画・編成委員会 

２０ 火 ＮＰＯ理事会 

３１ 土 ：歴史（川崎学）：心理学 

２０１５年１１月 予定 

６ 金 ：美術Ⅱ 

７ 土 フェスタ’１５ 

８ 日 フェスタ‘１５ 

９ 月 
：国際関係：国際関係ＷＳ 
：日本の伝統芸能 

１１ 水  ：政治・社会 

１２ 木 
：音楽Ⅰ：人間学 
：環境とみどりＷＳ：音楽Ⅱ 

１３ 金 ：エクセレントⅡ 

２８ 土 ：心理学 

〈編集後記〉 

◆後期が始まりました。後期のビッグイベント「フ

ェスタ‘15」もすぐです。今年はますます受講生

参加型のフェスタにしたいと思います。 

◆毎年お楽しみの基調講演の講師は向井千秋さんで

す。今回は申込み制ですので忘れずに申し込んで下

さい。 

◆「イチオシ講師の講座報告」は今、個人的にお願

いして記事を書いていただいています。受講生の方

でぜひ“うちの先生を！！”という有志がいらした

ら立候補してください。700 文字程度です。 

◆今年の夏は猛暑のせいか、はたまた国会のせいか 

例年より長く感じました。色々考える事が沢山あり

ました。考える市民でありたいと切実に感じまし

た。アカデミーで学んだことがベースになっている

なと感じました。           （ｔ） 

 
発行：NPO 法人 かわさき市民アカデミー 
       アカデミーかわら版編集委員会  
 
連絡先: TEL：044-733-5590 
メール：info@npoacademy.jp   
NPO ホームページ http://npoacademy.jp    
   

アカデミー予定表 2015.10.5 現在 

ところで、８月に冊子『かわさき市民アカデ

ミー ～  学び  ひろがり  深まる』が刷り上

がりました。昨年１２月に実現したＮＰＯ法人

かわさき市民アカデミー理事長藤嶋昭先生

と福田紀彦川崎市長の対談の記録にはじま

り、アカデミー学長、ＮＰＯ役員、受講生＝市

民、事務局員が、それぞれの立場からアカ

デミーについて書いています。        

自己紹介第２回ほか  事務局 西山 拓 

出生地・出身地についてです。静岡県駿東郡

長泉町の産院で生まれました。3歳までは同県

三島市で育ちました。長泉の隣にはナショナルト

ラスト運動で有名な柿田川湧水群のある清水町

があります。柿田川はアカデミーの野外講座の

対象地でした。 

三島はいたるところで湧水が出ており環境系

ＮＰＯによる親水のまちづくりがさかんです。楽

寿園という湧水が綺麗な（はずの）市立公園でよ

く遊んでいたようです。実際は三島駅北側の工

場による地下水のくみ上げが原因で（と言われ

ていました）湧水池＝小浜池の水位がいつも低

い状態でした。小浜池の水位は三島に住む人々

の中心話題？であるようです。なお、三島には

市民大学の先駆である庶民大学三島教室があ

りました。何かの縁を感じます。 

事務所で直接販売する
場合は割引価格で提供
します。 

 

（発行：ＮＰＯ法人か
わさき市民アカデミ
ー、発売：北野書店、
定価：800円＋税） 


